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金
龍
四
大
王
考
|
|
明
代
の
大
運
河
と
河
神
|
|
は
じ
め
に
筆
者
は
先
に
、
明
初
洪
武
年
間
に
成
立
し
た
南
京
十
廟
を
通
し
て
、
公
認
制
度
を
中
心
と
す
る
初
期
明
朝
政
権
の
澗
廟
政
策
を
検
討
し
、
そ
れ
が
、
宋
代
以
来
の
保
護
と
統
制
と
い
う
路
線
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
推
論
し
、
ま
た
公
認
制
度
の
持
つ
社
会
的
な
意
味
や
展
開
を
今
後
の
課
題
と
し
て
挙
げ
た
。
前
稿
で
も
引
用
し
た
王
折
『
続
文
献
通
考
』
巻
一
一
O
雑
洞
に
は
、
万
暦
年
間
(
二
十
六
年
)
ま
で
の
「
杷
典
」
に
載
せ
ら
れ
た
洞
腐
の
記
載
が
あ
り
、
ほ
ぽ
、
明
朝
一
代
を
通
じ
て
公
認
制
度
は
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
『
続
文
献
通
考
』
の
記
載
は
す
べ
て
を
網
羅
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
大
ま
か
な
傾
向
は
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
全
体
で
百
四
十
余
り
の
洞
廟
の
中
で
、
「
獄
鎮
海
演
山
川
」
と
言
わ
れ
る
自
然
神
が
約
半
分
弱
を
占
め
て
お
り
、
特
に
「
五
獄
五
鎮
四
海
四
摘
出
」
と
い
わ
れ
る
山
海
・
大
河
の
祭
把
は
唐
宋
以
来
国
家
祭
犯
の
中
枢
を
な
し
て
い
た
。
明
代
鈴
木
之
博
で
は
、
前
代
ま
で
の
そ
れ
ら
の
神
々
に
対
す
る
封
号
は
廃
さ
れ
、
例
え
ば
「
東
獄
泰
山
之
神
」
の
よ
う
に
実
名
で
呼
ば
れ
、
主
要
な
洞
廟
に
は
賜
額
に
代
わ
っ
て
「
祝
文
」
が
下
賜
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
の
人
格
神
は
関
帝
や
天
妃
の
よ
う
に
全
国
的
な
信
仰
圏
を
持
つ
神
々
か
ら
特
定
の
地
域
で
個
別
的
に
和
ら
れ
て
い
る
神
々
ま
で
様
々
で
あ
り
、
ま
た
公
認
さ
れ
た
神
が
必
ず
し
も
民
間
の
信
仰
を
集
め
る
と
も
限
ら
な
い
。
た
だ
、
宋
・
元
時
代
の
東
獄
廟
が
国
家
祭
砲
の
頂
点
か
ら
民
間
の
祭
礼
に
向
か
っ
た
と
い
う
水
越
知
氏
の
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
国
家
に
よ
る
公
認
と
い
う
上
か
ら
の
ベ
ク
ト
ル
で
信
仰
圏
を
拡
大
し
て
い
っ
た
事
例
も
存
在
す
る
。
洪
武
年
間
以
降
の
公
認
さ
れ
た
洞
廟
を
見
る
と
、
そ
の
中
に
河
神
(
漕
運
神
)
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
黄
河
の
治
水
工
事
(
河
工
)
に
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
明
代
の
河
工
に
つ
い
て
は
谷
光
隆
氏
の
著
書
が
あ
り
、
そ
れ
が
中
国
の
南
北
を
結
ぶ
大
運
河
と
関
連
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、
河
神
(
漕
運
神
)
の
代
表
的
な
例
で
あ
る
金
龍
四
大
王
に
つ
い
て
は
察
泰
彬
・
玉
雲
・
申
浩
各
氏
の
研
究
が
あ
話
。
察
氏
の
研
究
は
各
種
の
史
料
を
猟
渉
し
て
い
て
最
も
包
括
的
で
は
あ
る
が
、
大
運
河
(
河
工
)
と
金
龍
四
大
王
と
の
具
体
的
な
関
連
性
の
説
明
に
乏
し
い
。
王
氏
の
論
文
は
、
山
東
運
河
(
北
河
)
付
近
で
生
ま
れ
た
金
龍
四
大
王
信
仰
が
潜
運
と
の
関
連
で
南
北
に
拡
散
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
の
に
対
し
て
、
申
氏
は
逆
に
江
南
で
金
龍
四
大
王
信
仰
が
生
ま
れ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
江
南
は
潜
粗
の
負
担
が
重
く
、
李
王
や
総
管
神
の
よ
う
な
漕
運
神
が
数
多
く
杷
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、
金
龍
四
大
王
信
仰
が
漕
運
を
通
じ
て
山
東
地
方
に
伝
擬
し
た
と
す
る
。
し
か
し
、
王
雲
氏
の
論
文
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
金
龍
四
大
王
に
関
す
る
古
い
年
代
の
史
料
は
山
東
運
河
付
近
に
集
中
し
て
お
り
、
江
南
に
は
比
較
的
新
し
い
年
代
の
史
料
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
申
氏
の
江
南
起
源
説
に
と
っ
て
不
利
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
申
氏
の
一
吉
う
よ
う
に
金
龍
四
大
j
玉
が
江
南
で
信
仰
さ
れ
て
い
た
漕
運
神
と
共
通
す
る
性
格
を
持
っ
て
鋭
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
り
、
問
題
は
各
氏
と
も
金
龍
四
大
玉
川
謝
緒
考
説
を
前
提
と
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
点
、
奈
氏
問
は
金
龍
四
大
王
廟
が
元
代
の
漕
河
沿
岸
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
指
周
摘
し
な
が
ら
も
金
龍
四
大
王
H
謝
緒
説
と
の
矛
盾
点
に
つ
い
て
は
触
針
れ
て
い
な
い
。
金
龍
四
大
王
信
仰
の
成
立
と
金
龍
四
大
王
U
謝
緒
説
3
の
成
立
と
は
分
け
て
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
金
龍
四
大
2
王
信
仰
は
恐
ら
く
元
代
に
起
源
し
、
明
代
か
ら
清
代
に
か
け
て
隆
盛
を
迎
え
て
お
り
、
公
認
制
度
の
前
代
か
ら
の
継
承
を
考
え
る
点
で
も
興
味
深
い
事
例
と
言
え
る
。
小
稿
で
は
、
明
代
を
中
心
と
し
て
金
龍
四
大
王
信
仰
の
成
立
と
河
工
に
伴
う
展
開
を
北
か
ら
南
へ
の
流
れ
の
中
で
辿
っ
て
み
た
い
。
北
河
管
見
の
限
り
で
は
明
朝
と
金
龍
四
大
王
と
の
関
わ
り
を
示
す
最
も
年
代
の
確
実
な
史
料
は
、
「
英
宗
実
録
』
巻
二
七
三
景
泰
七
年
十
二
月
戊
申
の
条
に
あ
る
次
の
よ
う
な
簡
略
な
記
述
で
あ
ろ
う
。
金
龍
四
大
王
一
胴
を
沙
湾
に
建
て
、
有
司
に
命
じ
て
春
秋
に
祭
配
を
行
わ
せ
た
。
左
副
都
御
史
徐
有
貞
の
奏
請
に
従
っ
た
の
で
あ
る。
谷
氏
に
よ
れ
ば
、
賛
河
は
元
末
以
来
南
流
し
て
准
河
に
合
流
す
る
コ
I
ス
が
主
流
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
が
確
定
す
る
の
が
弘
治
六
年
(
一
四
九
三
)
の
劉
大
夏
に
よ
る
張
秋
鎮
の
決
口
の
築
塞
工
事
で
あ
っ
た
と
い
う
。
張
秋
鎮
は
山
東
京
阿
県
西
南
六
十
里
に
あ
り
、
翌
年
に
安
平
鎮
と
改
名
さ
れ
る
(
図
一
参
照
)
。
た
だ
、
そ
れ
以
前
は
、
河
道
は
一
定
せ
ず
、
特
に
正
統
十
三
年
(
一
四
四
八
)
か
ら
景
泰
六
年
(
一
四
五
五
)
ま
で
、
黄
河
は
沙
湾
(
張
秋
鎮
の
南
十
二
里
)
で
決
潰
し
、
北
流
し
て
大
清
河
に
よ
り
海
に
入
る
コ
l
ス
が
優
勢
と
な
り
、
一
部
は
会
通
河
に
流
入
し
て
湾
運
を
阻
害
し
た
。
そ
の
沙
湾
に
金
龍
四
大
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王
を
紀
る
洞
廊
が
建
設
さ
れ
て
い
る
。
沙
湾
の
築
塞
工
事
は
正
統
十
三
年
の
決
潰
後
、
十
年
近
い
難
工
事
で
多
く
の
人
員
と
費
用
が
費
や
さ
れ
た
。
『
英
宗
実
録
』
に
も
関
連
記
事
は
散
見
す
る
が
、
そ
の
河
工
に
つ
い
て
は
、
「
天
下
郡
国
利
弊
書
』
原
編
第
十
五
冊
山
東
上
に
引
く
『
安
平
鎮
志
』
に
詳
し
い
。
当
初
、
工
部
右
侍
郊
の
王
永
和
が
派
遣
さ
れ
て
、
沙
湾
の
築
塞
工
事
と
徐
州
ま
で
の
運
河
の
波
諜
工
事
が
行
わ
れ
た
。
工
事
が
な
か
な
か
進
捗
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
景
泰
三
年
(
一
四
五
二
)
一
月
に
は
工
部
尚
書
兼
大
理
寺
卿
石
瑛
が
派
遣
さ
れ
、
更
に
内
官
繋
賢
・
院
洛
と
都
御
史
彰
誼
を
遣
わ
し
て
石
瑛
と
共
同
し
て
工
事
に
当
た
る
よ
う
に
と
の
上
諭
が
出
さ
れ
た
。
五
月
に
は
沙
湾
の
修
復
工
事
が
う
ま
く
い
か
な
い
た
め
に
河
神
を
「
朝
宗
順
正
恵
通
霊
顕
広
済
河
伯
の
神
」
に
封
じ
目
。
五
月
に
堤
防
が
完
成
す
る
も
の
の
、
六
月
に
は
再
び
決
演
、
石
瑛
の
奏
請
に
よ
り
河
南
・
山
東
の
布
政
使
に
命
じ
て
、
「
河
伯
の
神
」
を
黒
洋
山
と
沙
湾
の
ニ
つ
の
新
廟
で
配
っ
て
い
る
。
図
一
に
見
え
る
「
感
応
洞
」
と
「
大
河
神
嗣
」
が
沙
湾
に
建
設
さ
れ
た
新
廟
で
あ
ろ
う
。
夏
期
の
増
水
の
た
め
に
工
事
が
捗
ら
ず
、
九
月
と
十
二
月
に
は
官
僚
を
派
遣
し
て
河
神
を
肥
っ
て
い
る
。
景
泰
四
年
の
二
月
に
は
河
神
を
「
朝
宗
順
正
恵
適
霊
顕
広
済
大
河
の
神
」
に
加
封
す
る
。
四
月
に
工
事
は
再
開
さ
れ
る
が
再
び
決
潰
。
七
月
に
は
運
河
の
水
が
澗
渇
し
て
潜
船
が
進
め
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
何
と
か
北
上
で
き
る
船
は
適
州
に
、
進
め
な
い
船
で
沙
湾
以
北
に
あ
る
も
の
は
臨
滑
に
、
以
南
に
あ
る
も
の
は
東
昌
と
済
寧
で
漕
粗
を
上
納
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
九
月
に
は
再
び
決
潰
し
た
た
め
決
口
を
避
け
る
新
河
を
関
盤
さ
せ
る
と
同
時
に
、
十
月
に
右
春
坊
右
諭
徳
の
徐
有
貞
を
都
察
院
左
余
都
御
史
と
し
て
沙
湾
に
派
遣
し
、
彼
の
建
議
に
従
っ
て
工
事
が
進
め
ら
れ
た
。
三
年
後
の
景
泰
七
年
の
四
月
に
は
沙
湾
の
築
塞
工
事
が
完
成
す
る
。
九
月
に
は
彼
の
上
奏
と
し
て
、
七
月
か
ら
八
月
の
大
雨
で
諸
水
が
滋
れ
て
被
害
を
受
け
た
が
、
新
設
の
水
門
の
一
帯
は
無
事
で
あ
っ
た
と
の
報
告
が
な
さ
れ
、
十
二
月
に
は
携
わ
っ
た
官
僚
た
ち
へ
の
論
功
行
賞
が
行
わ
れ
て
い
る
。
先
の
『
英
宗
実
録
』
に
見
え
る
金
龍
四
大
玉
一
例
の
建
設
は
沙
湾
の
築
塞
工
事
の
完
成
に
伴
う
も
の
で
あ
っ
，-。
&ム
こ
の
廟
の
建
設
は
そ
れ
以
前
か
ら
付
近
に
金
龍
四
大
王
廟
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
。
『
北
河
紀
』
は
万
暦
年
間
に
工
部
郎
中
と
な
っ
て
安
平
(
張
秋
)
鎮
に
駐
在
し
て
い
た
経
験
を
持
つ
謝
肇
d
湖
の
編
纂
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
同
書
巻
八
河
霊
紀
「
重
建
会
通
河
件
天
井
岡
龍
王
廟
碑
」
(
陳
文
撰
)
に
よ
れ
ば
、
済
寧
の
南
東
の
天
井
関
考
|
元
代
の
会
源
問
|
に
あ
る
「
龍
王
廟
」
が
正
統
十
三
年
に
再
建
さ
疋
れ
て
い
る
。
天
井
関
は
波
・
泊
・
洗
・
済
四
水
の
合
流
地
点
に
あ
り
、
四
こ
こ
か
ら
東
流
し
て
会
通
河
に
流
れ
込
ん
で
い
る
と
い
い
、
次
の
よ
針
う
な
一
節
が
あ
る
。
元
、
金
龍
四
大
王
廟
が
あ
り
、
舟
で
往
来
す
る
人
は
皆
こ
こ
で
祈
祷
し
て
利
益
を
求
め
た
。
歳
月
が
絞
っ
て
廃
弛
し
て
し
ま
っ
25 
た
の
で
先
の
漕
運
総
督
潟
節
が
衛
・
州
の
官
属
や
郡
の
好
義
の
士
に
資
金
を
拠
出
さ
せ
て
更
新
し
た
。
工
事
は
正
統
戊
成
(
十
三
年
)
の
十
月
三
日
に
始
ま
り
、
十
二
月
に
い
た
っ
て
廟
が
完
成
し
た
。
三
間
五
極
か
ら
な
っ
て
お
り
、
高
き
が
二
丈
一
尺
、
広
さ
は
三
丈
四
尺
、
奥
行
き
は
こ
丈
三
尺
あ
っ
て
、
旧
廟
と
比
べ
る
と
基
祉
や
規
模
は
広
々
と
し
て
壮
麗
さ
は
数
倍
に
も
な
る
0
・
・
こ
の
廟
が
い
つ
建
て
ら
れ
た
の
か
詳
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
今
諸
澗
が
皆
廃
さ
れ
て
い
る
の
に
こ
の
廟
だ
け
が
独
り
残
っ
て
い
る
。
あ
る
人
の
云
う
と
こ
ろ
に
よ
る
と
龍
君
洞
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
呂
梁
・
徐
州
か
ら
臨
滑
に
至
る
ま
で
両
岸
に
嗣
が
あ
っ
て
肥
っ
て
い
る
の
は
皆
金
龍
四
大
主
で
あ
る
。
徐
州
か
ら
臨
清
の
運
河
一
帯
に
金
龍
四
大
王
廟
が
存
在
し
て
お
り
、
恐
ら
く
元
代
に
遡
る
も
の
で
あ
る
う
。
済
寧
付
近
が
金
龍
四
大
王
信
仰
伝
播
の
中
心
地
で
あ
っ
た
と
す
る
王
雲
氏
の
説
は
そ
の
限
り
で
は
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
察
泰
彬
・
王
雲
両
氏
は
、
金
龍
大
王
と
は
一
尺
足
ら
ず
の
黄
色
の
蛇
を
意
味
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
お
り
、
山
東
運
河
(
北
河
)
と
中
河
沿
岸
で
信
仰
さ
れ
て
い
た
龍
神
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
恩
わ
れ
話
。
沙
湾
の
築
塞
工
事
は
、
結
局
三
十
年
余
り
し
か
保
た
な
か
っ
た
。
弘
治
二
年
(
一
四
八
九
)
と
弘
治
五
年
に
、
黄
河
は
封
丘
(
開
封
府
)
の
金
龍
口
で
決
潰
し
、
沙
湾
の
下
流
十
里
の
地
点
で
運
河
に
流
れ
込
み
、
七
年
の
二
月
に
は
再
び
張
秋
で
決
潰
。
堤
防
を
破
壊
し
、
運
河
の
水
6
が
決
口
に
入
っ
て
漕
船
が
通
行
で
き
な
く
な
る
。
張
秋
で
の
決
潰
後
2
は
議
論
が
沸
騰
し
、
黄
河
の
治
水
は
不
可
能
だ
か
ら
海
運
を
復
活
す
べ
き
だ
と
の
議
論
が
起
こ
っ
た
と
い
う
。
六
年
二
月
に
は
劉
大
夏
を
右
副
都
御
史
と
し
て
派
遣
し
、
四
月
に
は
太
監
李
興
と
平
江
伯
隙
鋭
を
派
遣
し
て
劉
大
夏
と
共
同
し
て
治
水
に
当
た
ら
せ
る
。
劉
大
夏
の
計
画
は
、
張
秋
の
決
口
は
す
ぐ
に
は
塞
げ
な
い
の
で
、
黄
河
上
流
の
治
水
工
事
に
よ
っ
て
黄
河
を
南
流
さ
せ
、
水
勢
が
弱
ま
っ
た
時
を
見
計
ら
っ
て
決
口
を
塞
ぐ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
一
つ
は
買
魯
河
(
南
流
黄
河
の
本
流
)
を
後
深
し
て
彰
城
か
ら
泊
水
に
入
れ
、
一
つ
は
孫
家
渡
を
波
深
し
て
頴
寿
県
か
ら
准
河
に
入
れ
、
ま
た
渦
河
か
ら
准
河
に
入
れ
る
こ
と
で
水
勢
を
殺
い
だ
。
ま
た
廃
船
に
土
石
を
積
ん
で
決
口
に
沈
め
、
上
流
の
黄
陵
岡
に
は
こ
百
余
塁
の
堤
防
を
築
い
て
そ
の
流
れ
を
絶
ち
、
決
口
以
南
に
は
減
水
域
を
築
い
て
そ
の
勢
力
を
殺
い
だ
た
め
に
、
黄
河
は
す
べ
て
帰
徳
・
徐
准
か
ら
海
に
入
り
、
張
秋
、
会
通
河
に
は
流
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
の
工
事
の
完
成
後
に
張
秋
鎮
は
安
平
鎮
と
改
名
さ
れ
る
。
こ
の
劉
大
夏
に
よ
る
河
工
に
関
連
し
た
洞
廟
の
記
録
と
し
て
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
(
二
顕
恵
廟
東
阿
県
の
西
六
十
星
の
安
平
鎮
に
あ
る
。
(
弘
治
)
五
年
に
建
て
て
河
神
を
肥
っ
た
。
(
王
折
『
続
文
献
通
考
』
巻
一
一
O
郊
社
考
・
雑
嗣
)
安
平
鎮
に
詔
し
て
腐
を
建
て
、
真
武
・
龍
王
・
天
妃
を
肥
っ
た
。
時
に
張
秋
鎮
の
決
口
を
塞
ぐ
工
事
が
完
成
し
、
張
秋
鎮
を
改
め
て
安
平
鎖
と
し
て
神
々
を
担
っ
た
。
顕
応
と
い
う
廟
額
を
賜
っ
た
。
(
清
朝
『
続
文
献
適
考
』
巻
七
九
群
洞
三
弘
治
七
年
十
二
月
)
(
三
)
黄
陵
岡
の
河
口
を
修
築
す
る
工
事
が
完
成
し
、
黄
河
神
嗣
を
建
て
て
こ
れ
を
鎮
め
、
昭
応
と
い
う
廟
額
を
賜
っ
た
。
有
司
に
命
じ
て
春
秋
に
祭
胞
を
行
わ
せ
た
。
太
監
李
興
の
奏
諮
に
従
っ
た
の
で
あ
る
。
(
『
孝
宗
実
録
』
巻
九
八
弘
治
八
年
三
月
壬
申
の
条
)
(
一
)
(
ニ
)
は
『
孝
宗
実
録
』
に
は
対
応
記
事
が
見
あ
た
ら
な
い
が
、
弘
治
五
年
は
黄
河
が
決
潰
し
た
年
で
あ
る
し
、
七
年
と
八
年
は
そ
れ
ぞ
れ
張
秋
鎮
と
黄
陵
岡
の
工
事
の
完
成
に
対
応
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
洪
武
礼
制
で
は
否
定
さ
れ
た
は
ず
の
賜
額
が
復
活
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
い
つ
頃
か
ら
始
ま
る
の
か
特
定
で
き
な
い
が
、
或
い
は
「
勅
建
」
に
よ
る
特
例
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
(
一
)
の
顕
恵
廟
に
つ
い
て
は
『
北
河
紀
』
巻
八
河
霊
紀
「
重
修
顕
恵
廟
紀
略
」
(
張
天
瑞
)
に
記
載
が
あ
り
、
決
口
に
位
置
し
て
間
も
な
く
傾
き
か
け
た
た
め
に
、
弘
治
九
年
に
再
建
さ
れ
て
い
る
。
「
孝
宗
実
録
』
巻
九
九
弘
治
八
年
四
月
辛
巳
の
条
に
も
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
よ
り
先
に
、
都
御
史
劉
大
夏
・
太
監
李
興
・
平
江
伯
陳
鋭
が
命
を
奉
じ
て
張
秋
の
決
潰
の
工
事
に
当
た
っ
た
。
至
っ
た
当
初
に
大
河
の
神
を
配
っ
た
。
時
に
天
気
は
薄
暗
く
、
吊
が
燃
え
切
ら
ず
に
残
っ
た
。
残
っ
た
と
こ
ろ
が
人
面
の
よ
う
で
あ
り
耳
目
口
鼻
が
皆
備
わ
っ
て
い
た
。
山
東
按
察
司
副
使
の
楊
茂
元
が
こ
れ
を
聞
い
て
、
神
の
明
示
で
必
ず
戒
め
が
あ
る
と
考
え
、
ま
た
李
興
の
随
員
が
多
く
、
官
か
ら
の
支
給
以
外
に
日
に
七
両
を
使
い
、
ま
た
同
知
王
殉
の
提
供
し
た
二
千
両
が
十
日
間
の
費
用
に
足
り
な
い
の
を
見
て
、
遂
に
上
奏
し
て
李
興
等
を
呼
び
戻
し
、
劉
大
夏
に
専
任
さ
せ
て
地
方
の
煩
援
を
免
れ
ん
こ
と
を
請
う
た。
こ
こ
に
見
え
る
「
大
河
の
神
」
が
顕
恵
廟
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
楊
茂
元
の
上
奏
は
弘
治
帝
を
怒
ら
せ
、
一
時
は
錦
衣
衡
の
獄
に
収
監
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
が
、
臣
下
の
取
り
な
し
に
よ
り
降
格
処
分
で
済
ん
で
い
る
。
C
C
(
三
)
の
顕
応
廟
・
昭
応
廟
に
つ
い
て
は
対
応
す
る
史
料
を
見
い
だ
せ
な
い
が
、
工
事
の
完
成
と
今
後
の
安
全
を
祈
願
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
乙
の
時
点
で
は
金
サ
龍
四
大
玉
は
大
運
河
沿
岸
に
点
在
す
る
河
神
・
龍
神
を
配
る
洞
廟
の
鉢
一
つ
に
過
ぎ
ず
、
他
を
圧
倒
す
る
ま
で
の
勢
力
を
持
っ
て
い
た
と
は
考
考
え
ら
れ
な
い
。
金
龍
四
大
王
が
大
運
河
沿
岸
で
隆
盛
を
迎
え
る
の
荒
は
嘉
靖
末
年
以
降
の
夏
鎮
新
河
の
開
墾
工
事
と
関
連
し
て
い
る
。
四龍金
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劉
大
夏
に
よ
る
河
工
に
よ
っ
て
、
黄
河
の
北
流
に
よ
る
被
害
は
食
い
止
め
ら
れ
た
が
、
依
然
と
し
て
南
流
黄
河
が
徐
州
・
准
安
聞
の
運
河
に
与
え
る
影
響
を
防
ぐ
と
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
谷
氏
の
著
書
は
主
に
こ
の
地
区
の
河
工
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
特
に
、
嘉
矯
末
年
か
ら
隆
慶
・
万
暦
年
間
の
夏
鎮
河
と
湖
河
の
関
盤
|
黄
河
の
影
響
を
回
避
す
る
目
的
で
行
わ
れ
た
一
種
の
バ
イ
パ
ス
工
一
亭
i
に
つ
い
て
は
第
二
編
で
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
夏
鎮
は
消
県
の
東
北
三
十
五
塁
、
新
河
の
西
岸
に
あ
る
鎮
で
、
夏
鎮
新
河
の
開
盤
に
伴
っ
て
泊
頭
か
ら
工
部
分
司
が
移
転
さ
れ
て
運
道
の
要
衝
と
な
っ
た
。
(
図
二
参
照
)
。
『
穆
宗
実
録
』
に
は
次
の
よ
う
な
夏
鎮
新
河
に
伴
う
澗
廟
の
記
載
が
あ
る
。
(
二
詔
し
て
河
神
洞
を
夏
鎖
と
梁
山
に
各
一
座
を
建
て
て
洪
済
昭
霊
と
い
う
名
を
賜
っ
た
。
夏
鎮
閑
・
徐
州
洪
主
事
に
命
じ
て
春
秋
に
祭
杷
を
行
わ
せ
た
。
こ
れ
よ
り
先
に
河
道
都
御
史
翁
大
立
は
運
河
を
波
深
し
よ
う
と
し
て
梁
山
河
に
至
り
神
に
祈
っ
た
と
乙
ろ
忽
に
し
て
水
位
が
下
が
っ
た
の
で
水
路
を
造
っ
て
舟
を
通
す
こ
と
が
で
き
た
。
大
立
は
こ
れ
を
神
助
で
あ
っ
て
人
力
で
は
な
い
と
考
え
、
洞
宇
を
建
て
て
有
司
に
管
理
さ
せ
霊
験
に
応
え
る
よ
う
に
奏
請
し
た
の
で
、
こ
の
命
が
あ
っ
た
。
(
同
書
巻
四
八
隆
慶
四
年
八
月
庚
成
の
条
)
。
(
二
)
工
部
尚
喜
朱
衡
の
奏
請
に
よ
っ
て
詔
し
て
沿
河
の
勅
建
の
水
神
諸
廟
を
-
耐
っ
た
(
同
書
巻
六
八
隆
慶
六
年
三
月
辛
亥
の
条
)
。
河
道
都
御
史
翁
大
立
と
工
部
尚
書
朱
衡
は
夏
鎮
新
河
の
開
盤
に
直
接
携
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
(
二
の
梁
山
(
谷
)
は
徐
州
の
北
四
十
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旦
に
あ
り
、
隆
慶
四
年
に
復
建
さ
れ
た
梁
境
問
の
所
在
地
で
あ
ろ
う
。
夏
鎮
悶
(
徐
州
洪
)
主
事
は
関
門
の
管
理
に
当
た
る
工
部
分
司
の
属
官
で
あ
る
。
夏
鎮
に
つ
い
て
は
順
治
年
間
(
十
年
序
)
に
編
纂
さ
れ
た
『
夏
鎮
漕
渠
志
略
』
が
あ
り
、
同
書
下
巻
の
夏
鎮
志
に
よ
れ
ば
、
夏
鎮
は
、
以
前
は
補
県
の
一
村
集
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
新
河
が
関
か
れ
て
か
ら
は
舟
車
の
往
来
は
絶
え
ず
、
商
買
が
雲
集
し
百
貨
が
集
ま
っ
て
く
る
重
鎮
と
な
っ
た
と
い
う
。
駐
在
す
る
都
水
司
主
事
が
公
務
の
合
間
に
書
院
を
建
設
し
、
生
徒
を
集
め
て
学
問
を
課
し
た
。
万
暦
七
年
(
一
五
七
九
)
に
は
夏
鎮
を
保
護
す
る
護
城
堤
が
、
万
暦
十
七
年
こ
五
八
九
)
に
は
二
塁
四
方
の
城
壁
が
築
か
れ
、
崇
禎
二
年
(
一
六
二
九
)
に
は
夏
鎮
と
運
河
を
直
接
結
ぶ
水
閉
が
開
か
れ
た
。
天
啓
年
間
の
白
蓮
教
(
徐
鴻
儒
)
の
乱
や
そ
れ
に
引
き
続
い
た
明
末
滑
初
の
混
乱
で
衰
退
し
た
が
、
順
治
年
聞
に
は
よ
う
や
く
回
復
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
う
。
同
書
下
巻
洞
宇
志
に
は
四
十
余
り
の
夏
鎮
及
び
そ
の
近
辺
に
位
置
す
る
洞
腐
の
記
載
が
あ
り
、
殆
ど
は
明
代
創
建
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
中
に
は
文
廟
(
孔
子
廟
)
が
あ
り
、
城
壁
を
持
つ
鎮
と
し
て
付
近
の
県
城
に
匹
敵
す
る
施
設
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
ζ
れ
も
南
北
の
物
流
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
る
う
。
明
代
の
金
龍
四
大
玉
腐
の
分
布
に
つ
い
て
は
察
氏
の
研
究
に
詳
し
く
、
北
は
交
河
県
(
北
直
隷
)
か
ら
南
は
杭
州
ま
で
、
西
は
開
封
か
ら
懐
寧
県
(
安
慶
府
)
ま
で
か
な
り
広
範
囲
に
亘
っ
て
い
た
こ
と
が
図2
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徐州(夏鋲)の河神廟
分
か
る
が
、
数
量
的
に
言
え
ば
徐
州
と
准
安
付
近
に
集
中
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
万
暦
『
徐
州
志
』
巻
四
杷
典
を
基
に
、
万
暦
『
補
志
」
巻
九
秩
肥
志
及
び
『
夏
鎮
漕
渠
志
略
』
下
巻
洞
宇
志
に
よ
っ
て
徐
州
に
あ
る
河
神
関
係
の
耐
廟
を
ま
と
め
る
と
表
の
よ
う
に
な
る
。
ぬ
1
・3
・4
の
三
廟
は
元
代
に
遡
る
も
の
で
、
徐
州
洪
神
廟
は
そ
の
建
置
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
徐
州
洪
(
百
歩
洪
)
の
東
岸
の
断
崖
に
あ
り
、
運
河
を
航
行
す
る
人
々
が
必
ず
犠
牲
を
捧
げ
、
沼
を
醸
し
て
旅
の
無
事
を
祈
っ
た
と
い
う
。
至
一
元
末
年
に
再
建
さ
れ
、
霊
源
宏
済
玉
に
封
じ
ら
れ
て
い
る
。
祭
神
は
女
神
(
天
妃
?
)
と
も
金
龍
四
大
王
と
も
い
う
。
二
つ
あ
る
呂
梁
洪
神
廟
の
内
、
下
洪
の
も
の
は
皇
陵
年
間
(
一
三
一
二
i
一
三
二
ニ
)
に
建
設
さ
れ
て
龍
神
を
把
り
、
上
洪
の
も
の
は
、
元
は
河
平
王
と
い
い
永
楽
初
年
に
建
て
ら
れ
た
と
い
う
。
ぬ
4
の
呂
梁
洪
関
尉
神
廟
は
呂
梁
洪
の
西
岸
に
あ
り
漢
寿
亭
侯
関
羽
と
唐
の
郭
公
尉
遅
敬
徳
(
恭
)
を
肥
っ
て
い
る
。
関
羽
は
嘗
て
徐
州
牧
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
尉
遅
敬
徳
も
武
徳
年
間
(
六
一
八
1
六
二
六
)
に
虚
龍
節
度
使
と
な
っ
て
昌
梁
洪
を
関
盤
し
、
船
舶
が
初
め
て
航
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
皇
慶
二
年
に
駅
官
の
萱
恩
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
て
い
る
。
皇
慶
は
二
年
し
か
な
く
、
或
い
は
呂
梁
洪
神
腐
と
同
時
に
建
て
ら
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
防
2
の
徐
州
洪
関
尉
神
廟
は
、
隆
慶
六
年
こ
五
七
二
)
に
工
部
主
事
の
張
登
雲
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
と
い
い
、
恐
ら
く
(
一
一
)
の
「
勅
建
の
水
神
諸
廟
」
に
当
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
ぬ
ロ
の
洪
済
神
洞
は
(
一
)
表
。
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
り
、
民
国
『
柿
県
志
』
巻
六
洞
廟
寺
観
に
は
、
3
明
子
慎
行
「
勅
建
新
河
洪
済
廟
記
」
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。
先
頃
、
嘉
靖
四
十
四
年
に
黄
河
が
農
捕
で
決
潰
し
、
世
宗
皇
帝
は
こ
れ
を
憂
い
、
大
司
空
(
工
部
尚
書
朱
衡
)
に
命
じ
て
こ
れ
を
鎮
め
さ
せ
た
。
翁
相
公
(
翁
大
立
)
は
節
を
持
し
て
決
河
に
臨
み
、
治
水
に
当
た
る
こ
と
二
年
で
新
河
が
完
成
し
た
。
穆
宗
皇
帝
は
こ
れ
を
嘉
み
し
、
(
朱
衡
に
)
太
子
太
保
を
加
え
、
召
し
て
大
司
空
の
と
と
を
司
ら
せ
た
。
ま
た
、
二
年
後
、
都
水
郎
中
の
華
亭
李
屑
が
上
疏
し
て
新
河
口
の
司
空
が
駐
屯
し
て
い
た
所
に
洞
を
建
て
て
河
神
を
肥
り
、
有
司
が
春
秋
に
奉
記
す
る
こ
と
、
顕
恵
等
の
諸
廟
の
故
事
と
同
様
に
す
る
こ
と
を
請
い
、
可
と
制
せ
ら
れ
た
。
石
に
洪
済
昭
神
と
刻
ん
で
賜
っ
た
。
洞
は
夏
鎮
に
あ
り
、
壬
申
(
隆
慶
六
年
)
に
落
成
し
、
門
人
子
慎
行
に
命
じ
て
記
を
作
ら
せ
た
。
都
水
郎
中
の
上
奏
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
と
し
て
い
る
が
、
翁
大
立
と
朱
衡
も
関
係
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ぬ
6
の
招
霊
洞
は
ど
の
よ
う
な
廟
で
あ
る
か
は
不
明
だ
が
、
こ
の
廟
も
隆
慶
四
年
に
翁
大
立
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
て
い
る
。
ぬ
9
の
双
潜
に
あ
る
関
王
廟
と
ぬ
日
の
三
河
口
龍
神
洞
は
何
れ
も
潜
季
馴
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
ぬ
円
以
は
夏
鎮
新
河
の
開
墾
と
直
接
関
連
し
て
い
る
。
=
一
河
口
は
膝
県
の
西
南
五
十
里
、
新
河
の
中
程
に
あ
り
醇
河
・
沙
河
・
起
牛
潜
の
三
ヶ
所
の
河
が
合
流
す
る
と
と
か
ら
名
付
げ
ら
れ
た
。
谷
氏
に
よ
れ
ば
こ
の
三
河
口
の
工
事
は
、
樹
を
築
い
て
土
砂
の
流
入
を
防
ぐ
と
共
に
、
新
河
の
水
量
を
確
保
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
目
。
万
暦
『
徐
州
志
』
巻
四
紀
典
「
=
一
河
口
龍
神
廟
記
」
に
よ
る
と
、
こ
の
工
事
は
朱
衡
と
潜
季
馴
の
協
力
の
下
に
山
東
左
参
政
熊
梓
が
行
っ
た
も
の
で
、
彼
は
江
南
で
官
僚
で
あ
っ
た
と
き
に
水
利
工
事
の
経
験
が
あ
り
そ
れ
を
生
か
し
た
も
の
だ
と
い
う
。
龍
神
廟
は
三
人
が
資
金
を
出
し
合
っ
て
造
り
、
三
河
口
の
鎮
め
と
し
た
。
こ
こ
で
は
「
龍
神
廟
」
と
な
っ
て
お
り
、
金
龍
四
大
王
と
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
万
暦
『
滞
士
山
』
巻
九
秩
杷
志
で
は
、
「
三
河
大
王
廟
」
と
な
っ
て
い
る
。
図
ニ
に
も
三
河
口
付
近
に
大
王
廟
が
描
か
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
隆
慶
末
年
ま
で
は
、
こ
の
神
が
龍
神
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
表
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
嘉
靖
末
年
の
頃
ま
で
に
は
徐
州
の
近
辺
に
は
多
く
の
大
玉
(
金
龍
四
大
王
)
廟
が
林
立
し
て
い
た
。
ぬ
5
の
三
ヶ
所
あ
る
金
龍
廟
の
内
、
徐
州
城
北
門
外
に
あ
る
廟
は
澗
水
に
面
し
て
お
り
、
運
船
は
必
ず
祭
り
を
行
っ
て
か
ら
こ
こ
を
通
り
す
ぎ
る
と
あ
っ
て
、
航
行
の
安
全
の
守
護
神
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
大
運
河
の
中
枢
で
漕
運
総
督
の
駐
在
地
で
あ
る
准
安
府
に
も
万
暦
以
前
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
万
暦
(
元
年
修
)
『
准
安
府
志
』
巻
九
洞
廟
の
大
王
廟
に
、
建
設
年
代
は
不
明
だ
が
「
郡
城
外
の
西
南
偶
の
一
里
ば
か
り
に
あ
る
。
金
龍
凹
大
王
と
伝
え
ら
れ
よ
く
防
御
を
す
る
の
で
こ
れ
を
担
っ
て
い
る
」
と
い
う
簡
略
な
記
載
が
あ
る
。
府
下
の
宿
遷
県
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に
も
隆
慶
五
年
に
兵
備
副
使
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
金
龍
四
大
王
廟
が
存
在
す
る
。
康
照
『
准
関
統
志
』
(
東
洋
文
庫
所
蔵
)
巻
六
雑
録
志
・
寺
観
に
は
、
天
妃
悶
に
一
座
、
清
江
開
に
四
座
、
板
岡
関
に
一
座
の
合
計
六
座
の
大
王
廟
が
存
在
す
る
と
し
、
天
妃
問
の
も
の
が
最
も
霊
験
あ
ら
た
か
だ
と
い
う
。
こ
の
内
、
板
間
関
の
大
王
腐
は
万
暦
四
十
七
年
(
一
六
一
四
)
に
段
起
麟
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
と
い
い
、
乾
隆
『
准
関
統
志
』
巻
一
・
図
孜
に
は
新
河
分
口
近
く
に
も
大
王
廟
が
描
か
れ
て
い
る
(
図
三
参
照
)
。
康
照
『
准
関
統
志
』
巻
七
芸
文
志
の
「
准
安
清
口
霊
運
碑
記
」
(
潜
運
総
督
蘇
茂
相
)
に
よ
れ
ば
、
黄
准
交
匿
に
あ
る
清
口
に
は
大
王
廟
と
張
将
軍
廟
と
い
う
二
つ
の
廟
が
あ
っ
た
。
天
啓
六
年
二
六
二
六
)
の
五
・
六
月
に
黄
河
の
水
が
清
江
浦
に
流
れ
込
み
、
土
砂
が
清
口
に
堆
積
し
て
、
抽
出
船
が
進
め
な
く
な
っ
た
。
蘇
茂
相
は
自
ら
文
武
将
吏
を
率
い
て
大
玉
廟
(
黄
河
神
)
と
張
将
軍
腐
(
准
河
神
)
に
祈
っ
た
と
こ
ろ
、
七
月
初
め
に
大
雨
が
降
っ
て
土
砂
を
押
し
流
し
、
千
余
隻
の
船
が
一
斉
に
航
行
で
き
、
秋
糧
船
ま
で
も
が
渡
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
十
二
月
に
朝
廷
に
奏
請
し
て
二
神
を
「
護
国
済
運
金
龍
四
大
王
」
と
「
適
済
平
浪
元
帥
」
に
封
じ
た
と
い
う
。
同
じ
清
口
で
は
天
啓
元
年
に
吏
部
尚
書
兼
内
閣
大
学
士
で
あ
っ
た
葉
向
高
に
よ
っ
て
、
土
砂
が
押
し
流
さ
れ
て
舟
が
航
行
で
き
た
と
い
う
、
似
た
よ
う
な
霊
験
が
語
ら
れ
て
い
苧
同
書
巻
七
に
は
「
普
済
洞
記
」
(
漸
江
按
察
使
王
象
晋
)
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
清
江
浦
に
あ
る
金
龍
四
大
王
を
肥
る
普
済
調
が
崇
禎
三
年
(
一
六
一
ニ
O
)
2
に
再
建
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
玉
象
晋
が
3
前
年
の
冬
に
清
江
浦
を
渡
ろ
う
と
し
た
際
に
、
黄
河
の
流
氷
が
運
河
を
埋
め
尽
く
し
て
航
行
で
き
な
く
な
っ
た
。
神
に
祈
っ
た
と
乙
ろ
流
氷
を
押
し
流
す
と
い
う
霊
異
を
現
し
た
の
で
、
そ
の
恩
に
報
い
る
た
め
に
改
築
を
発
願
し
た
。
元
の
廟
は
狭
険
で
拡
充
す
る
余
地
が
な
か
っ
た
の
で
、
一
塁
余
り
離
れ
た
通
済
問
付
近
に
土
地
を
買
っ
て
改
築
し
た
。
陰
陽
生
の
言
に
よ
れ
ば
風
水
上
最
も
適
当
な
土
地
で
あ
っ
た
と
い
う
。
明
末
ま
で
に
准
安
付
近
に
は
か
な
り
の
数
の
金
龍
四
大
王
廟
が
存
在
し
て
い
た
。
金
龍
四
大
王
H
謝
緒
説
の
成
立
先
述
し
た
よ
う
に
、
金
龍
四
大
玉
は
元
代
に
北
河
沿
岸
で
紀
ら
れ
て
い
た
龍
神
の
一
つ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
し
て
謝
緒
と
い
う
人
格
神
に
仮
託
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
金
龍
四
大
玉
川
謝
緒
説
成
立
の
経
緯
を
検
討
し
て
み
た
い
。
既
に
禁
・
王
・
申
各
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
金
龍
四
大
王
H
謝
緒
説
の
代
表
的
な
も
の
は
朱
国
禎
『
湧
櫨
小
品
」
巻
十
九
河
神
の
以
下
の
よ
う
な
記
述
で
あ
ろ
う
[
以
下
の
史
料
の
引
用
に
当
た
っ
て
は
比
較
対
照
の
た
め
原
文
を
注
記
し
た
]
。
(
二
金
龍
大
王
は
、
姓
は
謝
で
名
は
緒
、
普
の
太
侍
謝
安
の
末
育
で
あ
る
。
金
の
兵
力
が
盛
ん
だ
っ
た
頃
、
神
は
(
南
宋
の
謝
太
后
の
)
外
戚
で
あ
っ
た
の
で
、
償
っ
て
仕
官
す
る
の
を
好
ま
ず
金
龍
山
に
隠
れ
住
み
望
雲
亭
を
築
い
て
自
ら
楽
し
ん
で
い
た
o
c
c
戚
淳
中
、
漸
江
が
飢
飽
に
な
っ
た
時
に
資
財
を
出
し
て
飢
え
た
人
に
食
事
を
施
し
、
助
か
っ
た
人
が
多
く
い
た
。
元
兵
が
臨
安
に
入
城
し
、
太
后
と
少
主
を
虜
に
し
て
去
っ
た
。
義
と
し
て
虜
に
は
仕
え
ず
、
江
に
赴
い
て
亡
く
な
っ
た
。
死
体
は
壊
れ
ず
、
郷
人
は
そ
れ
を
義
と
し
て
祖
廟
の
傍
ら
に
葬
っ
た
。
(
三
)
大
明
の
兵
が
起
こ
る
と
、
神
は
夢
で
聖
王
を
助
け
る
と
告
げ
た
。
当
時
、
侍
友
徳
が
元
の
左
丞
相
李
ニ
と
徐
州
の
呂
梁
洪
で
戦
っ
た
。
土
卒
が
空
中
を
見
る
と
甲
を
被
っ
た
者
が
来
て
戦
い
を
助
け
て
い
る
。
元
兵
は
大
演
し
、
遂
に
霊
応
を
現
し
た
。
(
四
)
永
楽
聞
に
会
通
河
を
関
盤
し
漕
船
が
呂
梁
洪
を
通
り
過
ぎ
る
時
に
祈
れ
ば
応
じ
な
い
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
洞
を
洪
上
に
建
て
た
。
(
五
)
隆
慶
関
に
大
司
空
(
工
部
尚
書
)
の
潜
季
馴
が
漕
河
を
監
督
し
た
時
に
、
河
が
塞
が
っ
て
流
れ
な
く
な
っ
た
。
司
空
は
文
を
作
っ
て
神
を
責
め
た
が
河
は
そ
の
ま
ま
だ
っ
た
。
偶
々
、
司
空
に
は
一
人
の
書
吏
が
い
て
用
事
で
洪
上
を
通
り
過
ぎ
た
。
日
が
暮
れ
て
一
人
の
獄
卒
に
捕
ら
え
ら
れ
て
神
に
会
っ
た
。
神
は
廟
内
に
坐
し
て
書
吏
を
責
め
て
言
っ
た
。
「
お
前
た
ち
官
人
は
な
ん
と
無
礼
な
こ
と
か
。
河
が
塞
が
っ
た
の
も
天
命
で
あ
っ
て
ど
う
し
て
私
が
民
を
虐
げ
よ
う
か
。
司
空
に
語
れ
。
私
は
既
に
天
帝
に
請
い
某
日
に
は
通
じ
よ
う
。
お
前
は
文
書
を
掌
っ
て
い
て
不
敬
な
の
で
罰
す
る
べ
き
だ
」
と
。
書
吏
は
訴
え
た
が
許
し
て
も
ら
え
ず
、
鞭
打
た
れ
て
去
り
、
そ
の
こ
と
を
司
空
に
告
げ
た
。
果
た
し
て
某
日
に
河
は
通
じ
た
。
そ
こ
で
司
空
の
神
に
祈
る
こ
と
は
益
々
敬
度
と
な
っ
た
。
金
龍
四
大
王
に
関
す
る
史
料
は
殆
ど
が
こ
の
『
湧
極
小
品
』
の
記
事
を
下
敷
き
に
し
て
お
り
、
こ
こ
に
は
な
い
「
四
」
と
い
う
数
字
が
議
行
を
示
す
も
の
だ
と
す
る
説
明
が
加
わ
る
程
度
で
あ
る
。
申
浩
氏
に
よ
れ
ば
、
謝
緒
に
関
す
る
最
も
早
期
の
記
録
で
あ
る
宋
末
元
初
の
「
時
四
余
録
』
に
は
、
謝
緒
は
会
稽
の
人
で
南
宋
に
殉
じ
て
亡
く
な
っ
た
と
い
う
が
、
神
に
な
っ
た
と
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
申
浩
氏
は
後
世
の
史
料
が
こ
の
記
述
を
基
に
演
蒋
敷
街
し
た
も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
『
湧
随
小
品
』
の
呂
梁
洪
や
潜
季
馴
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
金
コ
龍
四
大
王
が
漕
運
神
と
し
て
著
名
に
な
っ
て
か
ら
の
も
の
で
あ
ろ
体
う
。
(
四
)
の
永
楽
初
年
に
日
梁
洪
に
建
設
さ
れ
た
と
い
う
澗
廟
が
前
考
掲
表
の
ぬ
3
に
滋
当
す
る
が
、
『
徐
州
志
』
で
は
金
龍
四
大
王
と
は
明
妊
示
さ
れ
て
い
な
い
。
『
湧
瞳
小
品
」
の
成
立
は
万
暦
末
年
で
あ
る
が
、
四
先
述
し
た
康
照
『
准
関
統
士
山
』
巻
六
雑
録
志
の
大
王
腐
の
項
に
は
『
湧
針
艦
小
袖
』
と
は
や
や
異
な
っ
た
次
の
よ
う
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
語
ら
れ
て
い
る
。
(
一
)
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王
は
、
姓
は
謝
で
誇
は
緒
、
会
稽
学
の
生
員
で
銭
塘
県
の
安
渓
に
住
ん
で
い
た
。
晋
の
太
侍
安
石
公
(
謝
安
)
る。
の
末
商
で
あ
(
二
)
元
よ
り
壮
士
山
が
あ
り
宋
が
衰
え
る
の
を
知
っ
て
宋
に
は
仕
え
ず
、
金
龍
山
の
麓
に
隠
れ
住
み
白
雲
亭
を
築
い
て
自
ら
娯
し
ん
で
い
た
。
(
一
二
)
甲
戊
の
秋
に
大
雨
が
降
っ
て
天
目
山
が
崩
れ
、
民
衆
が
さ
ま
ょ
っ
た
。
王
は
民
衆
と
会
っ
て
泣
き
な
が
ら
言
っ
た
。
天
目
山
は
臨
安
の
主
山
で
あ
り
、
今
、
山
が
崩
れ
る
の
は
宋
が
危
う
い
と
い
う
こ
と
だ
と
。
し
ば
ら
く
し
て
宋
が
滅
ん
だ
。
王
は
日
夜
沸
泣
し
死
を
以
て
仇
に
報
お
う
と
誓
っ
た
。
あ
る
日
、
詩
を
一
編
作
り
、
皆
に
別
れ
を
告
げ
て
い
っ
た
。
異
目
、
黄
河
が
逆
流
す
る
と
き
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
が
私
の
復
讐
の
時
で
あ
る
と
。
遂
に
水
に
赴
い
て
死
ん
だ
。
人
々
は
そ
れ
を
具
と
し
、
屍
を
金
龍
山
に
葬
っ
た
。
(
四
)
後
に
明
の
太
祖
が
元
将
蛮
子
海
牙
と
昌
梁
で
戦
い
、
明
兵
は
大
潰
し
た
。
太
祖
は
そ
の
時
空
中
に
二
将
が
甲
を
着
て
手
に
縦
を
持
ち
黄
河
を
擁
し
て
北
流
さ
せ
る
の
を
見
た
。
元
兵
は
大
敗
し
た
。
こ
の
夜
、
太
祖
は
夢
で
一
儒
生
が
来
て
次
の
よ
う
に
言
う
の
を
聞
い
た
。
自
分
は
会
稽
学
の
生
員
謝
緒
、
輩
行
は
四
で
、
宋
が
滅
び
た
た
め
に
節
を
尽
く
し
、
苔
渓
水
に
入
水
し
て
死
に
、
金
龍
山
に
葬
ら
れ
た
。
恨
み
を
九
泉
に
抱
い
て
い
た
。
今
、
黄
河
を
北
流
さ
せ
て
平
生
の
志
を
伸
ば
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
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二
神
は
幽
明
結
義
の
兄
弟
で
楠
木
二
神
で
あ
る
と
。
太
祖
は
驚
い
て
夢
か
ら
覚
め
、
金
龍
四
大
王
に
封
じ
て
黄
河
を
管
理
さ
せ
た。
『
湧
艦
小
口
問
』
で
は
明
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
具
体
的
な
地
名
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
の
文
章
は
恐
ら
く
陳
継
儒
に
よ
る
伝
記
に
よ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
説
。
陳
継
儒
の
金
龍
四
大
王
伝
は
か
な
り
の
長
文
で
あ
り
、
謝
緒
の
か
な
り
詳
し
い
履
歴
が
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
謝
緒
は
謝
安
の
従
姪
の
康
楽
公
の
三
十
二
世
孫
で
あ
り
、
宋
代
に
遥
(
字
明
遠
)
な
る
人
物
が
徽
宗
の
時
に
准
漸
提
挙
使
と
な
り
安
渓
の
下
櫨
湾
(
銭
塘
県
孝
女
北
郷
)
に
移
り
住
ん
だ
。
こ
れ
が
銭
塘
謝
氏
の
始
ま
り
で
、
そ
の
孫
が
謝
緒
で
あ
る
と
い
う
。
後
半
に
は
、
先
述
し
た
蘇
茂
相
と
葉
向
高
の
霊
験
記
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
、
書
か
れ
た
の
は
崇
禎
年
間
で
あ
ろ
う
。
県
学
の
生
員
と
か
明
の
太
祖
の
故
事
は
史
実
と
し
て
は
あ
り
え
な
い
。
し
か
し
、
舞
台
が
杭
州
に
設
定
さ
れ
て
い
る
の
は
金
龍
四
大
王
H
謝
緒
説
が
杭
州
で
生
ま
れ
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。
謝
緒
の
祖
父
と
さ
れ
る
謝
達
を
配
る
廟
が
杭
州
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
そ
の
傍
証
と
な
ろ
う
。
万
暦
『
杭
州
府
士
山
』
巻
四
十
七
組
典
・
中
に
は
霊
恵
廟
と
し
て
次
の
よ
う
に
あ
る
。
孝
女
北
管
の
下
域
に
あ
る
。
宋
の
謝
明
達
は
儒
を
業
と
し
て
度
々
科
挙
を
受
け
た
が
合
格
で
き
な
か
っ
た
。
没
し
た
後
に
霊
験
を
現
し
た
。
建
炎
の
始
め
、
金
虜
が
国
境
を
侵
し
た
と
き
に
空
中
で
鼓
角
の
音
が
聞
こ
え
、
旗
峨
が
現
れ
た
。
そ
れ
に
は
皆
、
謝
の
号
が
書
か
れ
で
あ
っ
た
。
金
軍
は
逃
れ
去
り
、
郷
民
は
安
堵
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
隣
境
に
虎
が
い
て
も
そ
の
境
内
に
は
立
ち
入
ら
な
か
っ
た
。
成
淳
六
年
の
正
月
十
五
日
に
、
今
年
は
干
越
な
の
で
予
め
井
戸
を
掘
っ
て
お
く
よ
う
に
と
い
う
夢
を
郷
民
が
見
た
。
そ
の
年
の
夏
秋
は
果
た
し
て
干
越
で
あ
っ
た
が
、
井
戸
に
よ
っ
て
抽
出
減
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
収
穫
が
あ
っ
た
。
そ
れ
以
後
干
越
・
洪
水
の
時
に
は
祈
れ
ば
必
ず
応
じ
た
。
そ
こ
で
郷
人
は
そ
の
こ
と
を
上
申
し
、
出
削
江
の
監
司
が
上
奏
し
て
額
を
賜
っ
て
腐
を
建
て
た
。
名
前
に
や
や
異
同
が
あ
る
が
陳
継
儒
の
い
う
謝
達
と
同
一
人
物
で
あ
ろ
う
。
宋
代
に
よ
く
あ
る
土
神
(
地
方
神
)
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
【
n〕
れ
る
。
こ
れ
が
万
暦
(
三
十
七
年
修
)
『
銭
塘
県
志
』
第
三
冊
紀
制
に
な
る
と
、
同
じ
霊
恵
廟
の
説
明
と
し
て
「
宋
の
謝
達
・
謝
緒
を
把
っ
て
い
る
」
と
あ
っ
て
謝
緒
の
事
績
が
追
記
さ
れ
て
い
る
。
前
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
杭
州
の
公
認
さ
れ
た
廟
に
は
対
金
戦
争
で
戦
死
し
た
軍
人
を
肥
る
廟
(
霊
衛
廟
)
や
丘
宙
飛
を
紀
る
廟
(
忠
烈
廟
)
が
含
ま
れ
て
い
た
。
杭
州
の
人
々
に
と
っ
て
、
謝
安
の
末
商
で
南
宋
の
謝
太
后
の
親
族
で
も
あ
り
、
南
宋
に
殉
じ
て
亡
く
な
っ
た
後
に
明
朝
の
護
持
者
と
な
っ
た
と
い
う
言
説
は
耳
に
馴
染
み
ゃ
す
い
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
申
浩
氏
は
演
島
敦
俊
氏
の
説
を
援
用
し
て
、
金
龍
四
大
王
の
子
孫
が
江
南
で
活
動
し
て
い
た
職
業
的
「
亙
師
」
で
あ
っ
た
可
能
性
を
指
摘
す
る
が
、
金
龍
四
大
玉
川
謝
緒
説
を
流
布
さ
せ
た
の
が
彼
ら
だ
っ
た
と
考
え
る
の
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
杭
州
に
は
万
暦
二
十
五
年
(
一
五
五
七
)
に
建
設
さ
れ
た
金
龍
四
大
王
を
紀
る
水
神
龍
君
廟
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
碑
記
に
は
「
今
、
東
南
の
都
会
で
は
ど
の
家
で
も
こ
の
神
を
奉
じ
て
お
り
、
西
北
の
軍
糧
の
輸
送
も
頼
っ
て
い
る
。
災
難
を
防
ぎ
、
患
い
を
除
く
の
は
こ
の
神
の
お
か
げ
で
あ
る
乙
と
は
明
か
で
あ
る
。
誰
が
組
典
に
合
っ
て
い
な
い
と
い
う
者
が
い
る
だ
ろ
う
か
」
と
あ
話
。
万
暦
初
年
頃
に
は
江
南
の
諸
都
市
に
伝
播
し
、
末
年
ま
で
に
は
金
龍
四
大
王
山
謝
緒
説
が
成
立
し
て
い
た
と
い
う
推
測
が
成
り
立
つ
。
お
わ
り
に
ー
!
清
代
江
南
へ
の
展
開
|
|
順
治
二
年
こ
六
四
五
)
、
金
龍
四
大
王
は
清
朝
に
よ
っ
て
「
顕
佑
j
通
済
金
龍
四
大
王
」
に
勅
封
さ
れ
、
宿
遷
県
(
准
安
府
)
で
廟
紀
さ
去
小
Aμ)
徐
れ
る
こ
と
に
な
る
。
金
龍
四
大
王
腐
の
信
仰
圏
の
拡
大
は
、
こ
の
清
考
朝
の
公
認
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
清
朝
の
公
認
疋
制
度
は
明
代
と
比
較
す
る
と
、
封
号
が
復
活
し
て
い
る
以
外
に
、
明
四
代
で
は
個
々
の
洞
廟
が
公
認
の
対
象
と
な
っ
た
の
に
対
し
て
廟
犯
の
釘
場
所
の
指
定
は
拘
る
も
の
の
、
個
々
の
神
が
公
認
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
公
認
の
神
を
紀
る
こ
と
は
官
紀
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
受
げ
止
め
ら
れ
、
淫
洞
の
誹
り
を
免
れ
る
意
味
を
も
持
っ
て
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い
た
と
考
え
る
。
康
照
年
間
の
銭
塘
県
で
は
謝
逮
を
杷
る
霊
恵
腐
の
側
に
金
龍
四
大
王
の
碁
と
洞
廟
が
建
設
さ
れ
、
謝
緒
の
子
孫
と
称
す
【
mv
る
一
族
が
現
れ
る
。
金
龍
四
大
王
は
明
代
に
漕
運
神
と
し
て
隆
盛
を
迎
え
、
清
代
に
は
江
南
の
市
鎮
に
ま
で
そ
の
勢
力
圏
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
直
接
的
に
は
大
運
河
と
の
関
係
を
持
た
な
い
市
鎮
に
金
龍
四
大
王
廟
が
い
つ
頃
出
現
し
た
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
蘇
州
の
代
表
的
な
市
鎮
の
一
つ
で
あ
る
盛
沢
鎮
(
呉
江
県
)
に
は
康
照
十
六
年
(
一
六
七
七
)
に
建
設
さ
れ
て
い
話
。
『
明
清
以
来
蘇
州
社
会
史
碑
刻
集
』
(
蘇
州
大
学
出
版
社
一
九
九
八
)
三
八
五
に
は
、
次
の
よ
う
な
「
勅
封
黄
河
福
主
金
龍
四
大
王
碑
」
(
康
照
六
十
年
)
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
金
龍
四
大
王
は
河
神
で
あ
る
。
廟
を
建
て
て
祭
胞
を
行
っ
て
い
る
の
は
、
准
揚
済
澗
の
間
で
最
も
盛
ん
で
あ
る
。
五
回
が
江
邑
は
以
前
に
は
大
王
廟
が
な
か
っ
た
。
そ
の
盛
山
剛
の
浜
に
あ
る
も
の
は
済
寧
州
の
大
商
人
た
ち
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
。
盛
湖
鎮
は
県
治
か
ら
五
六
十
皇
、
耳
口
が
邑
の
巨
鎮
で
あ
る
。
四
方
の
商
人
が
雲
集
頼
醸
し
、
建
て
ら
れ
て
い
る
洞
廟
も
一
つ
で
は
な
い
が
、
大
王
廟
は
最
も
巨
麗
で
あ
る
ロ
寄
付
を
募
り
土
地
を
購
う
に
、
盛
湖
に
浜
し
、
湖
水
は
壮
大
で
波
濡
は
空
に
接
し
、
浸
食
の
警
が
あ
る
た
め
に
、
葦
で
守
り
堤
で
防
ぎ
、
周
り
に
は
垣
根
を
め
ぐ
ら
し
た
。
そ
の
規
制
は
偏
に
北
地
の
廟
に
倣
っ
た
。
こ
の
廟
は
済
寧
出
身
の
商
人
た
ち
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
て
お
り
、
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そ
れ
以
前
に
は
呉
江
県
に
は
大
王
廟
が
な
か
っ
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
蘇
州
府
下
で
も
最
も
早
い
事
例
に
属
す
る
よ
う
で
あ
る
。
王
雲
氏
も
こ
の
史
料
を
引
用
し
て
済
寧
出
身
の
布
吊
商
人
が
金
龍
四
大
王
信
仰
の
推
勤
者
で
あ
っ
た
と
い
い
、
向
福
貞
氏
に
も
済
寧
商
人
と
(鎚】
金
龍
四
大
王
崇
拝
を
扱
っ
た
論
文
が
あ
る
。
済
寧
付
近
が
金
龍
四
大
王
信
仰
の
発
祥
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
が
、
既
に
明
末
の
江
南
で
広
く
信
仰
さ
れ
て
い
た
事
実
か
ら
す
る
と
、
江
南
の
市
鎮
へ
の
浸
透
の
要
因
を
一
地
域
の
商
人
集
団
(
商
帯
)
だ
け
に
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
清
代
の
郷
鎮
志
を
見
る
と
、
蘇
州
府
下
で
は
南
朔
鎮
(
宜
指
定
県
)
や
周
在
鎮
(
元
和
県
)
、
湖
州
府
で
は
新
市
鎮
(
徳
清
県
)
、
揚
州
府
で
は
甘
栄
鎮
(
江
都
県
)
等
で
金
龍
四
大
〔却〕
王
廟
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
湖
州
の
菱
湖
鎮
に
あ
る
金
龍
四
大
王
腐
は
「
米
業
公
所
」
を
兼
ね
て
お
り
、
金
龍
四
大
王
は
大
運
河
沿
岸
の
河
神
(
漕
運
神
)
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
市
鎮
の
商
業
神
(
却
)
(
行
業
神
)
の
役
割
も
担
っ
て
い
た
。
一
個
の
人
格
神
が
ど
の
よ
う
な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
商
業
神
に
ま
で
転
化
し
て
い
く
の
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
公
認
と
い
う
上
か
ら
の
権
威
付
け
や
「
亙
師
」
た
ち
の
活
動
、
大
運
河
に
よ
る
人
の
移
動
と
情
報
の
伝
達
と
い
っ
た
様
々
な
要
因
を
勘
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
エ註
拙
稿
「
南
京
神
腐
の
成
立
|
明
初
の
洞
廟
政
策
|
」
(
『
東
洋
学
報
』
八
九
二
二
O
O七
三
宋
代
の
賜
額
・
賜
号
に
つ
い
て
は
、
須
江
隆
「
唐
宋
期
に
お
け
る
柄
廟
の
廟
額
封
号
の
下
賜
に
つ
い
て
」
(
『
中
国
|
社
会
と
文
化
』
九
一
九
九
四
、
松
本
浩
一
『
宋
代
の
道
教
と
民
間
信
仰
』
(
汲
古
書
院
二
O
O六
)
第
三
章
等
参
照
。
賜
額
・
賜
号
は
、
同
時
に
「
砲
典
」
へ
の
登
録
を
意
味
し
て
い
た
。
(
2
)
『
明
史
』
巻
四
九
礼
三
級
鎖
海
漬
山
川
之
神
参
照
。
(
3
)
『
永
楽
大
典
』
引
用
の
『
衡
州
府
志
』
(
『
永
楽
大
典
方
志
輯
侠
』
第
三
冊
)
に
は
、
南
獄
衡
山
に
対
す
る
洪
武
三
年
の
「
御
製
祝
文
」
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
も
特
別
の
洞
廟
に
限
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
(4)
水
越
知
「
宋
一
見
時
代
の
東
獄
腐
|
地
域
社
会
の
中
核
的
信
仰
と
し
て
」
(
『
史
林
』
八
六
五
二
O
O三
)
(5)
谷
光
隆
『
明
代
河
工
史
研
究
」
(
同
朋
舎
一
九
九
一
)
。
(
6
)
繋
泰
彬
「
明
代
漕
河
四
倹
及
其
守
護
神
-
|
金
龍
四
大
王
」
(
『
明
史
研
究
専
刊
』
第
十
期
一
九
九
一
一
)
、
王
雲
「
明
清
時
期
山
東
運
河
区
域
的
金
龍
四
大
主
崇
拝
」
(
『
民
俗
研
究
』
二
O
O五
年
二
期
李
泉
・
王
雲
「
山
東
運
河
文
化
研
究
』
済
魯
書
社
二
O
O六
に
収
録
)
、
申
浩
「
近
世
金
龍
四
大
王
考
|
官
民
互
動
的
民
間
信
仰
現
象
1
」
(
『
社
会
科
学
』
二
O
O八
年
第
四
期
)
(7)
谷
前
掲
書
第
三
編
第
一
章
参
照
。
(8)
子
慎
行
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
こ
の
書
は
万
暦
三
十
一
年
(
一
六
O
三
)
に
工
部
主
事
(
都
水
大
夫
)
の
黄
携
季
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。
『
中
園
地
方
志
聯
合
目
録
』
に
も
記
載
が
な
く
、
現
存
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
子
慎
行
は
隆
慶
二
年
の
進
士
、
万
暦
年
間
に
礼
部
尚
書
・
内
閣
大
学
士
を
歴
任
し
た
。
地
元
の
東
岡
県
出
身
で
あ
'hv
。
(
9
)
『
英
宗
実
録
』
巻
一
一
一
六
景
泰
三
年
五
月
丙
申
の
条
。
(
叩
)
同
右
巻
二
一
七
景
泰
三
年
六
月
乙
丑
の
条
。
(
日
)
『
北
河
紀
』
(
四
庫
全
書
珍
本
二
集
所
収
)
巻
八
河
霊
記
に
は
、
北
河
沿
岸
に
あ
る
三
十
弱
の
洞
廟
の
記
載
が
あ
り
、
「
感
応
一
例
」
に
は
「
大
河
の
神
」
以
外
に
、
「
護
国
金
龍
四
大
王
」
も
杷
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
(
ロ
)
同
右
巻
二
二
六
景
恭
四
年
二
月
乙
未
の
条
。
(
日
)
察
氏
は
「
大
王
」
が
金
色
の
蛇
を
表
し
て
い
る
と
し
、
王
氏
は
「
金
龍
」
が
小
蛇
で
金
龍
四
大
王
の
化
身
(
法
身
)
と
見
な
し
て
い
る
。
(M)
谷
前
掲
書
第
一
一
編
第
四
章
八
九
頁
1
九
三
頁
参
照
。
(
日
)
谷
前
掲
書
第
二
編
第
一
章
一
二
八
頁
参
照
。
(
日
山
)
張
将
軍
は
宿
遜
県
の
人
、
詩
は
褒
と
い
い
弘
治
年
聞
に
商
売
で
伍
家
営
に
来
た
時
に
舟
人
に
殺
害
さ
れ
、
夢
で
母
に
告
げ
て
屍
が
見
つ
か
り
菟
を
晴
ら
す
と
い
う
霊
異
を
現
し
た
の
で
、
郷
人
が
小
河
口
の
河
神
と
み
な
し
た
と
い
う
。
康
照
『
准
関
統
志
』
巻
六
寺
観
及
び
万
暦
『
宿
選
県
士
山
」
巻
二
澗
廟
参
照
。
)
(
口
)
『
蒼
霞
余
草
』
巻
一
龍
神
感
応
記
参
照
。
琳
(
国
)
金
龍
大
主
姓
謝
名
緒
、
普
太
僻
安
荷
。
金
兵
方
織
、
神
以
戚
腕
、
J
I
憤
不
楽
仕
。
隠
金
龍
山
板
、
築
望
雲
亭
自
娯
。
成
淳
中
、
新
大
飢
、
損
P
家
貸
飯
倭
人
、
所
全
活
甚
衆
o
元
兵
入
臨
安
、
蛾
太
后
少
主
去
。
義
不
灰
田
虜
、
赴
江
死
。
戸
僅
不
壊
。
郷
人
義
而
獲
之
祖
廟
側
。
大
明
兵
起
、
動
神
示
夢
当
佑
聖
主
。
時
停
友
徳
与
元
左
丞
相
李
二
戦
徐
州
呂
梁
洪
。
士
金
卒
見
空
中
、
有
披
甲
者
来
助
戦
。
腐
大
潰
、
遂
著
霊
応
。
永
楽
問
、
盤
会
適
渠
、
舟
栂
過
洪
、
祷
亡
不
応
。
於
是
、
建
澗
洪
上
。
隆
慶
問
、
大
司
空
港
季
馴
督
漕
河
。
河
塞
不
流
。
司
空
為
文
責
神
。
河
塞
如
故
。
会
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司
空
有
害
吏
、
以
事
過
洪
。
天
将
幕
、
遇
伍
伯
檎
以
見
神
。
神
坐
廟
内
、
詰
問
書
吏
日
、
若
宮
人
胡
得
無
礼
。
河
流
塞
亦
天
数
也
。
宣
吾
為
比
属
民
。
為
語
司
空
、
吾
己
得
詰
於
帝
、
河
将
以
某
日
通
突
。
若
掌
書
不
敬
、
当
罰
。
書
吏
訴
不
得
。
受
朴
去
以
告
司
空
。
己
而
河
果
以
某
日
遇
。
於
是
、
司
空
祇
事
神
益
度
。
(
四
)
同
治
『
徐
州
府
志
』
巻
二
十
碑
碕
孜
は
、
徐
州
洪
神
廟
の
元
代
の
碑
文
が
摩
滅
し
て
建
立
年
代
が
わ
か
ら
な
い
が
、
内
容
か
ら
し
て
至
元
末
年
な
の
で
、
『
湧
艦
小
品
』
の
記
述
と
一
致
せ
ず
、
元
人
が
龍
神
を
金
龍
王
と
し
、
後
世
に
実
在
の
人
物
を
求
め
て
そ
れ
を
当
て
は
め
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
。
こ
れ
は
徐
州
洪
神
廟
に
つ
い
て
述
べ
て
お
り
、
呂
梁
洪
神
廟
に
つ
い
て
で
は
な
い
が
、
朱
国
禎
の
説
は
後
世
の
付
会
と
し
て
い
る
。
(
初
)
王
姓
謝
簿
緒
、
会
稽
学
生
員
。
居
銭
塘
之
安
渓
。
太
僻
安
石
公
之
爾
也
。
索
有
壮
志
。
知
宋
鼎
将
移
、
不
果
仕
。
隠
子
金
龍
山
節
、
建
白
雲
亭
、
以
詩
自
娯
。
甲
成
秋
月
大
雨
、
天
目
山
崩
、
居
民
紡
催
。
王
会
衆
泣
日
、
天
国
為
臨
安
之
主
山
、
今
山
田
、
宋
其
危
乎
。
未
幾
、
宋
鼎
移
。
王
日
夜
沸
泣
、
哲
死
以
報
。
一
日
忽
賦
詩
一
律
与
其
徒
、
永
訣
目
、
異
日
黄
水
流
逆
行
、
是
予
報
醤
日
也
。
遂
赴
水
死
。
人
戚
異
之
。
即
挙
屍
葬
子
金
龍
山
滋
。
後
明
太
祖
与
元
将
蛮
子
海
牙
戦
子
呂
梁
、
明
兵
大
潰
。
太
祖
忽
見
空
中
有
二
将
、
身
披
甲
手
執
縦
、
擁
黄
河
而
北
流
。
元
衆
大
敗
。
是
夜
太
祖
夢
一
儒
生
入
告
日
、
吾
宋
時
会
稽
学
生
員
謝
緒
是
也
。
行
四
、
会
宋
滅
、
尽
節
赴
者
渓
死
、
葬
子
金
龍
山
、
抱
恨
九
泉
。
今
特
為
擁
河
北
流
、
相
助
以
仲
平
生
志
。
其
両
人
則
幽
冥
結
義
兄
弟
楠
木
二
神
。
太
祖
驚
樫
即
封
為
金
詣
四
大
王
管
黄
河
。
(
幻
)
「
金
龍
四
大
王
嗣
墓
録
』
(
『
武
林
掌
故
叢
編
』
所
収
)
巻
一
伝
志
に
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引
用
す
る
『
宝
顔
堂
集
』
参
照
。
察
泰
彬
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
文
章
は
『
隙
眉
公
先
生
全
集
」
巻
四
一
に
「
勅
封
護
国
済
運
金
龍
四
大
王
伝
」
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
と
の
己
と
で
あ
る
が
、
参
照
で
き
な
か
っ
た
。
(
幻
)
宋
代
の
賜
額
賜
号
の
申
請
に
際
し
て
の
霊
験
に
は
須
江
隆
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
一
定
の
パ
タ
ー
ン
が
感
じ
ら
れ
る
。
須
江
隆
「
洞
廟
の
記
録
が
語
る
「
地
域
』
観
」
(
『
宋
代
人
の
認
識
|
相
互
性
と
日
常
空
間
』
汲
古
書
院
二
O
O
一
)
参
照
。
(
お
)
万
暦
『
杭
州
府
志
』
巻
四
七
砲
典
・
中
。
(
但
)
清
『
世
宗
実
録
』
順
治
二
年
十
二
月
甲
辰
の
条
、
光
緒
『
大
清
会
典
事
例
』
巻
三
六
二
礼
部
・
牽
肥
で
は
順
治
三
年
と
す
る
。
(
お
)
光
緒
「
大
清
会
典
事
例
』
巻
三
六
二
礼
部
・
翠
肥
に
よ
れ
ば
、
落
正
二
年
に
公
認
さ
れ
た
劉
猛
将
軍
に
つ
い
て
、
各
省
に
廟
を
建
て
る
よ
う
に
と
の
上
諭
が
出
さ
れ
、
ま
た
天
后
(
天
妃
)
廟
に
つ
い
て
も
各
省
城
で
の
祭
杷
と
同
時
に
、
省
城
に
廟
が
な
い
場
合
に
は
所
属
の
州
県
の
廟
を
修
築
し
て
祭
杷
を
行
う
こ
と
を
命
じ
て
い
る
。
(
お
)
『
金
龍
四
大
王
洞
基
録
』
巻
二
基
調
「
募
建
金
龍
四
大
王
洞
基
疏
」
及
ぴ
同
巻
三
雑
録
「
謝
棒
高
請
修
嗣
基
呈
文
」
参
照
。
(
幻
)
『
明
清
蘇
州
工
商
業
櫛
刻
集
』
(
江
蘇
人
民
出
版
社
一
九
八
一
)
一
一
二
五
三
一
二
六
1
三
二
七
頁
)
「
呉
江
盛
沢
鎮
済
寧
会
館
置
田
建
廟
碑
」
(
康
照
六
十
一
年
)
。
(
お
)
向
福
貞
「
済
寧
商
靭
与
金
龍
四
大
王
崇
拝
」
(
『
卿
城
大
学
学
報
』
二
0
0七
年
第
二
期
)
。
(
却
)
嘉
慶
『
南
湖
鎖
志
』
巻
二
垣
廟
、
嘉
鹿
『
新
志
鎖
続
志
」
巻
一
寺
廟
洞
庵
戚
血
且
「
甘
栄
小
志
』
巻
四
洞
廟
(
い
ず
れ
も
『
中
園
地
方
志
集
成
』
郷
鯨
志
専
輯
所
収
)
。
及
び
民
国
『
呉
県
志
』
巻
三
十
五
壇
廟
洞
宇
(
元
和
県
)
に
引
用
す
る
『
周
荘
鎮
志
』
参
照
。
甘
裳
銭
に
は
南
大
王
廟
・
中
大
王
廟
・
北
大
王
廟
の
三
廟
が
あ
る
と
い
う
。
(
初
)
光
緒
『
菱
湖
鎮
志
』
(
『
中
国
地
方
志
集
成
』
郷
鎮
志
専
絹
所
収
)
巻
六
明
記
。
附
記
今
回
参
照
し
た
中
文
文
献
の
閲
覧
に
つ
い
て
は
東
北
大
学
の
水
盛
涼
一
氏
の
助
力
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
